




ポ リエ チ レンオ キシ ド(PEO)は 水溶 性 で あ りなが ら熱 可塑性 を有す るポ リエー テル で あ
る。 昨年 ま での研 究 よ り、PEO一 水2成 分 系で は、EOモ ル分 率0.1以 上 でPEOの 分 子 量や組
成 比 の影響 が み られ る よ うに な るこ とが わか った。.そこでEOモ ル 分 率0.1付 近及 び0.1以 下
につ いて詳 細 に検討 した。
MW1000以 上 のPEO一 水 二成 分 系 では 、Tg,Tc,PEO一 水(共 晶)のTmE,水 のTmwが 観 測
され る。EOモ ル 分 率0.1以 上 で はTm,はEOの モル 分 率 の増加 に伴 い上昇 し、1HNMRの 水
の ピー クの化 学 シ フ トは一 定で あ り、他 の領 域 と比較 して最 も高磁 場側 にあ った。 一方 、
モ ル分 率0.05以 下 では 、Tm。 、水 の化学 シフ ト共 に組成 比 に よ らず 一定 で あ った。 またモ
ル 分率0.05～0.10の 範 囲 で はTm,は 緩や か に上昇 し、水 の化 学 シフ トは最 も低磁 場側 とな っ
た。 近赤 外領 域 のスペ ク トル(水 との差 スペ ク トル)よ り1200㎜(水 の基 本 振動 の結 合
音vl+v2+v3の うち一方 のOHの み が水 素結 合 した水)の 吸収 はEOモ ル 分 率 に伴 って増
加 す るが 、 その割合 は0.05及 び0.10付 近 で変化 す る こ とが わか った。 ま たモル 分率0.1以 下
にお いてTgは 組 成比 に よ らず一 定 であ った。
以 上 よ り、PEO一 水2成 分 系 にお い て、PEOと 水 の相互 作 用 は、EOの モル 分 率0.05以 下
と0.10以 上 で異 な る こ と、0.05～0.10は そ の間 の移行領 域 で あ るた め に相 互作 用 が弱 い こ と
が考 え られ た。
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